
★　操　作　方　法　★
マンガのページの上でクリックすると次のペー
ジを表示します。右クリックすると前のページ
に戻ります。
※Macintosh で、マウスに右クリックの設定を
していない方は、キーボードの「control」キー
を押しながらマウスをクリックすると前のペー
ジに戻ります。
※ iPad では、上下スクロールでご覧いただけま
す。
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 『なくなゲン太』1979年「わくわくブック 小6〜前期号」（旺文社）は、
1978年「わくわくブック 小3〜後期号」（旺文社）掲載の『がんばれレッ
ズ』の続編として、学年を超えて掲載された作品です。
　対象年齢が3学年上がったということで、『6年生』の思春期にあるメン
タルなことを意識して、小学６年生の『友達関係』をテーマに描きました。
また、小学校の先生のあり方にも触れた内容でした。
　私は、児童漫画とは、もっと深いところで子供たちに優しいものでなけ
ればいけないと考えています。
　現在私は、自分が小学生のころどんなことを考え、どんな状態だったの
かを総合的に考えたうえで、現在のニーズに合う作品をどう描いていくか
を意識しています。『なくなゲン太』を描いた1979年当時は、その時代の
世界観と私の理想論のみで、この作品を描いたことを思い出します。
　特に注目してもらいたいのは、最終ページの３人が先生からくらった『コ
ブ』です。今では、暴力教師のレッテルを貼られ、ニュース沙汰になる内容
と思います。当時は、子供たちに愛情ある先生からのゲンコツは、かえっ
て勲章だったような気がします…。
　私事で申し訳ありませんが、小学１年生の夏から19歳ごろ迄、大阪市
内から田園地帯のど田舎に引っ越して暮らしたことがあります。引っ越し
たはじめのころは環境の変化に馴染めませんでした。でも小学校高学年
になった時の、今は亡きS先生の厳しい中にも温かい愛情で、みんなと馴
染むことが出来ました。未だその頃の旧友とは付き合っています。
　結論を申しますと、小学校の先生の考え方によって、子供たちの将来
が決まるような気がします。本来、人間形成される時期の子供たちを受け
持つ小学校の先生こそ、もっと優遇され、人間的に優れた方が集まってく
るような環境を作るべきだと考えます。

かたおか徹治の作品ノート
『なくなゲン太』


